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【Abstract】
　People don’t always buy that they like products and people don’t always act that they think appropriate 
behavior. This research focuses on deference between attitude and behavior.
　I found that guilt emotions tend to provoke arousal to actions and shame emotions to avoidance to 
actions （e.g. Tangney 1995, 2003; Barret 1995）. So as to apply these effects of guilt emotions to stimulate 
























いる（e.g. Tangney 1995, 2003; Barret 1995）。
　消費者行動研究で扱われるネガティブな感情は，







のはほとんどない（e.g. Coulter and Pinto 1995; 
























本格的に扱った研究は少ない（e.g. Coulter and 










































う と す る こ と が 実 証 さ れ て い る（Agrawal, 
Menon, and Aaker 2007）。この結果は，消費者
が不快な状態の際には，嫌な気分を低減しようと













『和光経済』第 49 巻第 2 号10
（e.g. James 1884; Lange 1885; Tomkins 1962, 
1963; Ekman 1972; Izard 1971, 1977），③神経学
派（e.g. Cannon 1927; Bard 1928; LeDoux 1987），
④認知学派（e.g. Arnold 1945; Lazarus 1984），







































































































































































成功 失敗 C. 自己への帰属
全体的
個別的

























































































3.2.　仮説 2 および仮説 3
　自分の過去の経験といった自己意識に関わる知
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ングの文脈により厳密に開発された罪感情の状態
尺度（大野 2014）6）を使用する。尺度項目の詳











収 束 妥 当 性， 弁 別 妥 当 性（cf. Campbell and 
Fiske 1959; Peter and Churchill 1986）が確認さ
れている。また，既存尺度よりも行動に対し経験
的妥当性が高いことが確認されている。
























A と B どちらに近いか，該当するマスに○をつけてお答えください（お答えはそれぞれ 1 つ）。】
A B
問 1_1 謝りたい 謝りたくない
問 1_2 十分である 不十分である
問 1_3 情けない 誇らしい
問 1_4 罪の意識がない 罪の意識がある
問 1_5 悔やむ 悔やまない
問 1_6 安心である 心配である
問 1_7 安定している 不安定である
問 1_8 焦っている 落ち着いている
問 1_9 気になる 気にならない
問 1_10 不快である 爽快である
問 1_11 手間がかからない 手間がかかる
問 1_12 やるべきである やるべきではない




問 1_1，問 1_2，問 1_3，問 1_4，問 1_5 が，「自責・後悔」。問 1_6，問 1_7，問 1_8，問 1_9，
問 1_10 が，「焦燥感」。問 1_11，問 1_12，問 1_13 が，「心理的負担の回避」を示す。また，問 1_2，
問 1_4，問 1_6，問 1_7，問 1_11 の 5 つは逆転項目である。
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に関わる仮説を検証したい。
　調査期間は，2013 年 2 月 25 日〜 2 月 26 日。
CRM に基づく購入金額の一部を寄付できる
ティッシュ（1 箱）の購買行動を対象にサーベイ
リサーチを行った。全国の男女 20 〜 69 歳を対象




















































Locus of Control 尺度
（鎌原ら 1982）
【自己関連 /他者関連】







Baker and Churchill 1977
??
表２　シナリオ形式によるメッセージの条件設定
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図９　調査画面（一部）
行動喚起を促す罪感情のマーケティングへの戦略的適用 17




＝ Remember（ 具 体 的 に 思 い 出 せ る ），2 ＝
Know（あることが分かるだけ），1 ＝ No（全く
思い出せない），というレベルに基づき評価をし
て も ら う（e.g. Tulving 1983; Jacoby and Hay 

































燥感」が 3.12，「心理的負担の回避」が 3.12 で
あった。結果的に下位尺度「自責・後悔」が行動

















































内的統制 2.54 0.30 
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的統制の低い被験者として検証を行った。高内的





悔」が行動意図に対し，回帰係数 0.35，t ＝ 2.34，
p ＜ 0.05 で有意であった。しかし，低内的統制下
においては，行動意図に対して「自責・後悔」が，



































t ＝ 3.03，p ＜ 0.01 で有意であった。一方，低自
己関連付けにおいても「自責・後悔」が，回帰係
表５　行動意図を被説明変数とする重回帰分析（前提仮説）










p ＜ 0.1 ＝†　 p ＜ 0.05 ＝ *　
p ＜ 0.01 ＝ **　p ＜ 0.001 ＝ ***
表６　行動意図を被説明変数とする重回帰分析（仮説１）
β：標準化偏回帰係数　r：相関係数
p ＜ 0.1 ＝†　p ＜ 0.05 ＝ *　p ＜ 0.01 ＝ **　p ＜ 0.001 ＝ ***
高内的統制 低内的統制（外的統制）
説明変数 β t 値 β t 値
【罪感情】
自責・後悔 0.35 2.34* 0.45 3.20**
焦燥感 -0.12 -0.86 0.17 　1.18
心理的負担の回避 -0.16 -1.46 -0.14 -1.04
（定数項） 0.07 -4.51***
F 値 2.20 † 9.58***
R2 0.07 † 0.24***
N 94 95
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係数 0.40，t ＝ 3.30，p ＜ 0.01 で有意であった。
一方，低他者関連付けでも，「自責・後悔」が，








説明変数 β t 値 β t 値
【罪感情】
自責・後悔 0.40 3.30** 0.40 2.12*
焦燥感 -0.01 -0.06 -0.03 -0.18
心理的負担の回避 -0.03 -0.32 -0.09 -0.65
（定数項） -3.01** -1.71 †





説明変数 β t 値 β t 値
【罪感情】
自責・後悔 0.45 3.03** 0.34 2.37*
焦燥感 -0.05 -0.36 0.03 0.18
心理的負担の回避 0.02 0.13 -0.10 -0.88
（定数項） -2.96** -1.99*




p ＜ 0.1 ＝†　p ＜ 0.05 ＝ *　p ＜ 0.01 ＝ **　p ＜ 0.001 ＝ ***
表８　行動意図を被説明変数とする重回帰分析（仮説３）
β：標準化偏回帰係数　r：相関係数
p ＜ 0.1 ＝†　p ＜ 0.05 ＝ *　p ＜ 0.01=**　p ＜ 0.001 ＝ ***


























































































































が高く，0.7 〜 0.8 以上あれば尺度の信頼性が得られたと
いっても良いと考えられる。定義式は以下の通りである。k





で は 2 つ 以 上 の 特 性（Multi-Trait） と 2 つ 以 上 の 方 法
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